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主なニュース 

講座  ／  開催日 講師  ／  講義内容 

卒後臨床研修 
の 

申し込み方法 

卒後臨床研修 
の 

申し込み方法 

　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入の上FAXにてお申し込みください。

ホームページからダウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせください（電話番号：03-3341-4043）。

受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、合わせてご確認ください。各講座全日程

に参加できる方に限ります。また申込が定員を超えた場合には抽選になることをご了承ください。 

受 講 料：　２日間研修 6,000円 　  ３日間研修 9,000円 　  ４日間研修 8,000円 

開催時間：14時～17時　［コア・コンディショニング 18時～20時］ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全日程、東京医療専門学校・四谷校舎にて行われます。 

平成22年度卒後研修 実績 
全10講座平均 

● 参加者の声 ● 
・力を使わない動線を利用した介助はTVでは見ていま
したが、やはり実際に動いてみるのがたいへん役立ち
ました。　　　　［在宅リハビリ講座参加 34歳女性］ 

・卒後研修の機会を設けていただき、臨床に大切な、現場
の学習ができ、とても感動しております。今後もよろし
くお願いいたします。［不妊治療講座参加 45歳男性］ 

・時間・曜日がもっと選べると受けやすいです。いくつ
か受けられないものがあったのが残念でした。 

［在宅リハビリ講座参加 55歳男性］ 

呉竹総会 講演会｢自律神経免疫療法｣開催 　 

卒後研修のほかに、呉竹総会後の講演会
において、福田稔先生に「『自律神経免疫療法』

について」と題して、各療法の理論と実践を教授してい
ただきます。呉竹会員の方ならどなたでも無料で参加でき
ます。多くの方が参加されることを心よりお待ちしております。 
　昨年、初開催された「卒業生の集い」も、講演会終了後
に会場をアルカディア市ヶ谷（私学会館）に移して開催
されます。今年も多数の卒業生に参加していただき、
お世話になった先生や同級生との輪を広げてい

ただければと思います。 
※詳細は４ページ参照 

平成23年度 卒後臨床研修講座 卒 卒 卒 研 研 研 

謹んで地震災害のお見舞いを申し上げます 
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宮本　英治 先生　コアスポーツ 代表取締役、松井稼頭央パーソナルトレーナー 【夜間講座】 

コア・コンディショニング 
10月20日、11月10・24日、12月８日 

これからの医療従事者は、根本的な原因にアプローチして改善していくことが臨床現場で求められます。インナーユニットを中心と
したコアへのアプローチを、松井稼頭央のパーソナルトレーナーでもある宮本英治先生をお迎えして講座を開催します。 

C

山田　晃広 先生　（株）ロコ・ケア 取締役 
日本人初となるスペインサッカーリーグ１部ラシン・サンタンデールのチームトレーナーの経験を持つ山田先生はプロで実績を積ん
だ技術を活かし、アスリートをはじめ一般の方を対象にしたボディーケアやサッカー、野球、格闘技などの分野のプロ選手をサポー
トしておられます。今回はスポーツ障害あるいは予防に対する鍼灸治療を指導していただきます。 

田中　正人 先生　理学療法士、東京医療専門学校非常勤講師 

高齢化の時代を背景に、自宅介護を必要とされる方が増えている昨今、寝たきりにならないようにするため、また介護をする側の負
担を少しでも軽くするため、患者の日常生活の自立を目指す運動法を学びます。 

楢林　佳津美 先生　（有）アマチ 代表取締役、日本アロマコーディネーター協会 主任講師 
アロマセラピーに用いる精油は、外用でも血中に浸透しそれが全身にも作用して、自律神経の調整や脳内分泌物への影響、アルツハ
イマーの予防や初期の治療などへの効果も認められています。今回の講習では、特に患者さまの多い変形性膝関節症と月経痛や子宮
筋腫、子宮内膜症を改善するための精油の選択と手技を学びます。 

福島　哲也 先生　愛光堂治療院 副院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科 講師 

お灸と一口に言っても、透熱灸・知熱灸・隔物灸・棒灸・焦灼灸・打膿灸など、さまざまな灸法があります。福島哲也先生をお迎え
し“深谷灸法”をはじめ、学校の授業では網羅されていない多くにテクニックや灸法を紹介していただきます。 

村上　裕彦 先生　鍼灸治療院 尚古堂 院長 

故長野潔先生が体系立てられた「長野式治療法」の主たる治療理念は「東西両医学の融合」です。そしてアメリカで鍼灸治療を行い、
欧米でセミナーや鍼灸学校の講師をされていた松本岐子氏がその素晴らしさを世界に広めることになりました。本講習では「長野式
治療法」と「キー子（松本岐子先生）スタイル」の神髄を紹介していただきます。 

広橋　憲子 先生　筑波技術大学非常勤講師、北京オリンピック競泳日本代表チームトレーナー 

体の深部へのマッサージは、痛みがでてしまうため今まで困難でした。海外で学んだ新しいテクニック「深部組織マッサージ」によ
り、無痛で、体の表層から深部までのケアが可能となりました。今話題の、インナーマッスル（腸腰筋等）へも的確にアプローチ。
治療、スポーツ、リラックスなど幅広く応用できます。基礎編と臨床編の２回で行います。 

徐　大兼 先生　アキュラ鍼灸院 院長 

治療について熱心に勉強して来院される患者さまが増えている昨今、不妊・不育を治療するためには高度生殖医療についての幅広い
知識を身につける必要があります。この講習では患者さまのバックグラウンドや心理・精神状態を的確に把握した上での適切な情報
やアドバイスの提供の仕方および的確な治療についてを学びます。 

川名　慶子 先生　川名操体治療室 院長 

人間のからだは、もともとよくできている。それが歪むことによって不健康になるわけですからその歪みを治してやれば健康になる
のです。歪みを治すには苦しい方向、痛い方向に動かすのではなく、楽な、気持ちよい方向に動かせば良い。これが操体法の原理で
あり、健康の原理です。川名操体治療室　院長、川名慶子先生をお迎えして開催いたします。 

福嶋　美奈子 先生　野の花鍼灸院 院長 

小児鍼は江戸時代に大阪で生まれ、その後、関西を中心に広まった日本オリジナルの鍼術です。小児鍼は「刺しません」。「こする」
というのが最も近い表現でしょう。したがって、痛みはまったくなく、むしろ、心地よいものです。大師流の鍼を使用した治療方法
を勉強してみませんか。 

牧野　寿枝 先生　銀座ナチュラルタイム治療院 院長 

以前にも増して、身近なものになってきたオイルマッサージは肌に直接行う施術として身体の変化、病変をいち早く見つけることが
でき治療面、美容面のいずれにおいても臨床的に対処可能な手技療法の一つである。 

堀口　三恵子 先生　コウ鍼灸治療院 院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科 講師 美容鍼 
６月２・９・16日 

オイルマッサージ 
６月23・30日 

小児鍼 
７月７・14・21日 

操体法 
７月28日、８月４日 

不妊・逆子・安産治療 
８月24・31日、９月７日 

深部組織マッサージ 
９月14・21日 

長野式鍼灸治療 
９月28日、10月５・12日 

灸三昧 
10月20・27日、11月10日 

アロマセラピー 
11月９・16・30日 

スポーツ鍼灸 
12月７・14日 

在宅リハビリ 
１月11・18日 

美容鍼の鍼灸効果への関心が高まる昨今、美容鍼の第一人者で本校の卒業生でもある堀口三恵子先生をお迎えして、講習会を開催し
ます。 

CBA

非常に役に立った 
65.1％ 

役に立った 
31.6％ 

非常に役に立った 
65.1％ 

役に立った 
31.6％ 

あまり役に立たない 
全く役に立たない 

3.3％ 

あまり役に立たない 
全く役に立たない 

3.3％ 

この度の東日本大震災によって被災された皆様にお見舞い申し上げます。 
被災地の一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。 
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　卒後臨床研修講座を開講するにあたり、卒業生に対して事前に希望するテーマを調査したところ「治療院開業のノウハウ」を教えてほしい
という回答が多かったことから、今年度は「治療院開業セミナー」として講座を設けることにしました。開業を考えている方にとって、夢の
実現を強力にサポートしていただける卓越した講師陣をお迎えしました。本セミナーは開業の辛苦を熟知した同窓生を進行役として、講師と
参加者との双方向性のディスカッションを適時盛り込みながら、納得のいく開業の知識と知恵を習得していただきます。 

治療院開業セミナー 

６月１日 

６月15日 

６月29日 

７月13日 

７月27日 

時間 講座 研修内容 開催日程 

開業に対する姿勢 

治療内容の選定 

事業計画 

物件の選定 

販売促進活動 

・「決意」と「目標」の重要性について　　・思いを実現させる具体的な戦略の必要性 
・人間性を磨くには 
・サービス内容をどう決めるか 
・料金は誰が決めるのか 

・経営資源（人・物・金）　・開業資金計画 
・運転資金の見積もり　　　・開業までの準備日程表の作り方 

・場所の選定（社会・交通環境の調査）　・物件の選定   
・不動産屋さんの裏情報　　　　　　　　・店舗の用件 

・間接的な販促（印刷物やHPなど）・直接的な販促（地域活動やボランティアへの参加） 

 

 

14時～17時 

 

 

 

 

水曜日 

 

 

●各講座定員：20人（応募多数の場合は抽選になります）　●会場：東京医療専門学校・四谷校舎 

●受講料（各講座）：１講座につき 卒業生2,000円、在校生1,000円　※在校生の参加も可能　※このセミナーに限り、いずれか１講座のみでも受講可能 
講師 
紹介 
講師 
紹介 

講師 
紹介 
講師 
紹介 

寺原　きよみ 株式会社クレッシェンド 代表取締役 

岡本 雅典 治療室ホスピターレ 院長 東京医療専門学校 非常勤講師 

・硬派人材育成の提唱者、人材育成のごくせん講師として
有名 

・JICA、テレビマンユニオンを経て船井総研で人材育成
研修の企画・実施を担当 

池田　孝行 ティー・アイFP事務所 代表 

・元銀行員が話す賢い借り方など資金繰りのプロとして信
頼厚く、自治体主催の小中学生向け金銭教育も実施 

・滝野川信用金庫本店融資係の勤務経験を活かし企業や個
人から融資についての相談対応 

・フィナンシャルプランナーとして資産運用に関する相談
対応 

伊藤　伸哉 株式会社陽幸社 マーケティングアドバイザー 

・営業ツール専門に特化した印刷会社の社員でありながら、
マーケティング大学や講師塾に学び提案型のセールスを
行う 

・会社が主催するクリエーター集団創造組をまとめるなど
販促のプロ 

・「日仏交流指 圧実技研修会」（本校にて開催）
にて「呉竹指圧」を指導。 

・2010年夏に渡仏し「呉竹指圧」を広める。 
　『月刊医道の日本（2011年２～５月号）』で「東
京医療専門学校の指圧指導法」を好評連載中。 

・６月に呉竹指圧の写真解説書を出版予定。 

　「立ち位置」「姿勢」「体重移動の方向と量」の３要素を決め、てこの原理を応用すれば、小柄な女性でも圧をしっかりと浸透させることが
できます。また「疲れない指圧を行うための５ヵ条」を会得すれば、何人もの患者をこなすことが可能となります。前述の「３要素」と「５
ヵ条」の観点から学びます。基本から学び直したい方、臨床で伸び悩んでいる方、手技療法に初挑戦したい方から、従業員への指導法につい
てお悩みの先生方に至るまで、幅広く役立ちます。更に個々の疾患に対して、学んだ技術をどのように応用するかも伝授いたします。 

特別セミナー 基本から学ぶ『呉竹指圧』講習会 

●募集定員：20人（あマ指師・鍼灸師・柔整師のいずれかの資格をお持ちの方であれば受講できます。応募多数の場合は抽選になります） 

●会場：東京医療専門学校・四谷校舎　　●受講料：20,000円（10回分） 

12月５日：【応用】筋筋膜性腰痛と椎間関節性腰痛へ 
　　　　　　　　 の指圧方法の違い 

開催日程（祭日を除く月曜日14時～17時）・概要 

９月26日：呉竹指圧の基本原理 
　　　　　【腹臥位】腰殿部 
10月３日：【自己指圧】下腿・前腕【肘圧】背～腰殿部 
　　　　　【膝圧】殿部【応用】坐骨神経痛 
10月17日：【腹臥位】肩上・肩背 
　　　　　【自己指圧】腰部の押圧とストレッチング 

10月24日：【背臥位】胸・腹・頭・顔面・頚部 
　　　　　【運動操作】頚・腹部（金魚運動） 

10月31日：【背臥位】上肢＋運動操作【応用】肩関節周囲炎 

11月７日：【背臥位】下肢＋運動操作 
　　　　　【膝圧】下腿前側【応用】足の冷え 
11月14日：【腹臥位】下肢＋運動操作【膝圧】足底 
　　　　　【応用】膝関節痛 

11月21日：【側臥位】上半身 

11月28日：【側臥位】下半身 
　　　　　【応用】側臥位での妊婦への指圧 

　平成21・22年と開催してきた卒後臨床研修も、今年度で３年目を迎えます。毎年度各講座ごとにアンケートをとらせていただいております
が、その中でも多くの意見を集めたのが「受講した講座をステップアップさせた講座を受けたい。より深く勉強をしたい。」という声でした。
そこで今年度は、毎年行っている卒後研修講座の中から３つのコースを「卒後臨床研修講座アドバンスコース」として新たに設けました。こ
のコースは、今までに行っている美容鍼・灸三昧・コアコンディショニングの講座を受講したことがある方を対象としており、より深く学べ
る講座内容となっております。 

平成23年度 卒後臨床研修講座 アドバンスコース 

時間 コース 開催日程 

●各コース定員：10人（応募多数の場合は抽選になります）　●会場：東京医療専門学校・四谷校舎 

●受講料：6,000円（各講座 全２回）　●応募資格：平成21・22年度に開催された上記講座を受講された方 

14時～17時 

14時～17時 

18時～20時 

講師 略歴 回数 

美容鍼 

灸三昧 

コア・コンディショニング 

堀口　三恵子 先生 

福島　哲也 先生 

宮本　英治 先生 

コウ鍼灸治療院 院長 

コアスポーツ 代表取締役 

松井稼頭央パーソナルトレーナー 

愛光堂治療院 副院長 

全２回 

全２回 

全２回 

 ９月15日 

 ９月22日 

10月 ６日 

10月13日 

10月13日 

10月27日 

木曜日 

治療院開業セミナー・基本から学ぶ『呉竹指圧』講習会・卒後臨床研修講座アドバンスコースの申し込み方法 治療院開業セミナー・基本から学ぶ『呉竹指圧』講習会・卒後臨床研修講座アドバンスコースの申し込み方法 治療院開業セミナー・基本から学ぶ『呉竹指圧』講習会・卒後臨床研修講座アドバンスコースの申し込み方法 
　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を

記入の上、FAXにてお申し込みください。ホームページからダウンロード

ができない場合は、東京医療専門学校までお電話にてお問い合わせくださ

い（電話番号：03-3341-4043）。受講料の入金方法につきましてもホームペ

ージに記載がございますので、合わせてご確認ください。 

治療院開業セミナーを除き、各講座全行程に参加できる方 

に限ります。また、申込が定数を超えた場合には抽選にな 

ることをご了承ください。 
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肩
・
腰
・
膝
等
の
痛
み
を 

　
　
　
　
諦
め
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

大
切
な
の
は
、 

　
　
　
や
り
す
ぎ
な
い
こ
と 

高
齢
者
の
介
護
負
担
の
大
き
さ
が

問
題
と
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
柔

整
師
と
し
て
の
仕
事
を
通
じ
て
も
強

く
そ
の
問
題
を
感
じ
ま
す
。
高
齢
者

の
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
痛
み
や

痺
れ
の
相
談
は
年
々
増
え
、
将
来
的

に
介
護
問
題
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。市

も
広
報
新
聞
な
ど
で
高
齢
者
介

護
対
策
の
講
座
を
設
け
る
な
ど
動
き

を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、
柔
整
師
と

し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
地
域
支
援
事

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
卒
業
し
整
体
を

業
と
し
は
じ
め
た
こ
ろ
、
結
婚
し
ま

し
た
。
妻
が
助
産
師
だ
っ
た
の
は
偶

然
で
す
が
、
そ
の
妻
の
妊
娠
中
や
産

後
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
私
の

技
術
は
全
く
つ
か
え
ま
せ
ん
で
し

た
。「
な
ん
と
か
妊
産
婦
に
も
安
全

に
施
術
で
き
る
技
術
が
ほ
し
い
」
そ

れ
で
東
京
医
療
専
門
学
校
に
入
学
し

た
の
で
す
。

在
学
中
は
、
学
び
た
い
テ
ー
マ
が

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は

決
ま
っ
た
場
所
に
参
加
者
を
集
め
、

大
人
数
で
講
座
を
進
め
て
い
く
も
の

で
、
例
え
ば
ダ
ン
ス
講
座
な
ど
、
大

人
数
で
楽
し
む
講
座
な
ど
は
こ
の
方

法
も
良
い
の
で
す
が
、
介
護
対
策
の

講
座
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
サ

テ
ラ
イ
ト
方
式
と
い
う
案
を
市
に
提

案
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、

少
人
数
単
位
で
講
座
を
開
き
、
参
加

者
と
講
師
の
距
離
を
縮
め
る
と
と
も

に
、
参
加
者
同
士
で
も
実
際
に
講
義

内
容
を
実
践
す
る
な
ど
、
一
度
に
対

応
で
き
る
人
数
は
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
よ
り
細
か
く
指
導
で
き
る
方
式

で
す
。
今
回
の
介
護
対
策
講
座
の
場

合
で
は
私
の
治
療
院
に
て
講
座
を
開

き
、
地
域
住
民
の
方
に
運
動
機
能
の

維
持
・
向
上
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指
導
い
た
し
ま

し
た
。

介
護
対
策
の
講
座
な
ど
も
そ
う
で

す
が
、
柔
整
師
の
仕
事
は
、
体
調
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
多
岐
に
わ
た

っ
て
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

整
骨
院
を
営
む
上
で
は
、
骨
折
な
ど

の
け
が
を
治
す
方
以
外
に
、
体
調
不

良
で
見
え
る
患
者
さ
ん
も
た
く
さ
ん

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
柔
整

一
貫
し
て
い
た
の
で
「
あ
れ
も
こ
れ

も
」
と
手
を
広
げ
な
い
分
、
楽
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

在
学
当
時
は
、
妊
産
婦
専
門
を
標

榜
し
て
い
る
施
術
所
は
ま
だ
少
な
か

っ
た
の
を
確
認
し
、
妊
産
婦
さ
ん
の

望
む
施
術
所
づ
く
り
に
一
か
ら
取
り

組
み
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
の
実
績
で
は
、
逆

子
直
し
が
一
〇
〇
㌫
の
成
功
率
で
し

た
。
ど
ん
な
技
を
使
っ
た
の
か
？

と
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、

実
際
心
を
砕
い
て
い
た
の
は
「
い
か

に
手
を
か
け
な
い
か
」
だ
っ
た
の
で

す
。患

者
さ
ん
は
「
治
り
に
」
い
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
治
ら
な
く
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
「
術
者

の
不
安
」
と
「
や
り
す
ぎ
」
に
よ
る

も
の
だ
と
気
付
い
た
か
ら
で
す
。
勉

強
は
続
け
た
方
が
い
い
。
で
も
、
技

は
た
く
さ
ん
覚
え
て
も
、
一
人
の
施

術
中
に
全
て
使
え
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
同
じ
ケ
ー
ス
は
、
同
じ
患

者
さ
ん
で
さ
え
二
度
と
あ
り
ま
せ

ん
。
か
え
っ
て
、
た
く
さ
ん
技
が
あ

る
こ
と
で
「
迷
い
」「
不
安
」
が
増

す
の
で
す
。
計
算
し
て
み
る
と
、
四

つ
の
技
で
二
十
四
通
り
、
五
つ
で
す

と
百
二
十
通
り
に
な
り
ま
す
か
ら

ね
。
そ
れ
だ
け
で
選
択
は
不
可
能
と

言
え
ま
す
。

そ
れ
よ
り
は
、
今
、
ど
う
な
っ
て

こ
う
い
う
状
況
が
み
ら
れ
る
の
か
？

の
把
握
を
す
る
こ
と
に
習
熟
し
て
い

け
ば
、
あ
る
意
味
そ
の
た
め
の
方
法

は
何
で
も
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

落
語
に
「
葛
根
湯
医
者
」
の
話
が

あ
り
ま
す
が
、
あ
な
が
ち
笑
え
ま
せ

ん
。
名
人
・
深
谷
伊
三
郎
先
生
は

「
カ
ゼ
に
大
椎
の
灸
を
し
た
が
な
か

な
か
治
ら
な
い
。
先
生
は
何
壮
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
の
質
問
に

「
私
は
治
る
ま
で
す
え
る
」
と
答
え

た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

選
穴
や
ド
ー
ゼ
の
問
題
で
は
な
く
、

人
は
、
何
か
（
鍼
灸
）
を
す
れ
ば
必

ず
（
良
い
方
に
）
変
化
す
る
、
と
言

う
確
信
こ
そ
が
施
術
者
の
姿
勢
に
は

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
足
に

は
全
て
の
反
射
区
が
あ
り
、
足
を
刺

激
し
て
体
調
を
整
え
る
方
法
で
す
。

毎
日
の
診
療
の
中
で
私
の
専
門
分
野

で
な
い
身
体
の
不
調
を
訴
え
る
方
が

多
く
、
何
か
良
い
方
法
は
な
い
も
の

か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
こ
の
健
康
法
に
出
会
い
、
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
治
療
効
果
に
確
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

例
え
ば
完
治
は
難
し
い
と
専
門
医

か
ら
言
わ
れ
た
蓄
膿
症
も
六
週
間
ほ

ど
で
完
治
い
た
し
ま
し
た
し
、
下
肢

に
で
き
た
湿
疹
も
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
治
療
の
方
法
で
す
が
、
基
本

的
に
は
症
状
に
適
応
す
る
反
射
区
位

置
（
図
参
照
）
を
揉
み
押
し
出
し
ま

す
。
症
状
や
反
射
区
位
置
に
よ
っ
て

押
す
強
さ
・
方
向
な
ど
は
異
な
り
ま

す
が
、
さ
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し

強
い
く
ら
い
に
揉
み
押
し
出
し
た
方

が
効
果
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
初
め

は
痛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し

ず
つ
慣
れ
て
い
き
、
心
地
よ
い
痛
み

に
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
の

都
合
上
す
べ
て
の
反
射
区
位
置
、
手

法
、
適
応
症
状
に
つ
い
て
は
記
載
で

き
ま
せ
ん
が
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
す
べ
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
考
に

な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

他
の
業
界
同
様
整
骨
院
の
数
も
増

え
、
患
者
さ
ん
が
分
散
す
る
こ
と
に

よ
り
け
が
の
治
療
を
求
め
る
患
者
数

は
減
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
体

調
不
良
の
改
善
を
求
め
て
く
る
患
者

さ
ん
や
、
高
齢
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

さ
れ
る
こ
と
は
増
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
増
加
な
ど
時
代
の
変
化
も

あ
り
、
従
来
柔
整
師
に
求
め
ら
れ
て

い
た
役
割
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
も

の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
柔
軟
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

を
吸
収
し
、
患
者
さ
ん
や
、
広
く
地

域
住
民
の
方
に
応
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

師
は
幅
広
く

体
調
に
つ
い

て
の
知
識
を

身
に
つ
け
る

こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い

ま
す
。

体
調
を
整

え
る
手
段
と

し
て
、
私
は

『
反
射
区
療

法
』
若
石
式

業
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。柔
整
師
に
は
、

日
々
の
仕
事
で
培
っ
た
知
識
が
あ
り

ま
す
し
、
何
よ
り
地
域
住
民
と
密
接

に
か
か
わ
る
仕
事
柄
、
介
護
問
題
の

現
況
を
詳
し
く
知
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
知
識
を
活
か
さ
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
で
は
高
齢
者
介
護
対
策
の
講
座

を
、
セ
ン
タ
ー
方
式
と
い
う
方
法
で

45『上顎』反射区位置　親指の第一関節の上
　  手　　法：内側より外側へ押す。約３回。
　  適用症状：歯痛・上顎の炎症・歯槽膿漏・ 
　  　　　　　いびき・上顎に関するもの。
46『下顎』反射区位置　親指の第一関節の、 
　  つけ根の方。
　  手　　法：内側より外側へ押す。約３回。
　  適用症状：歯痛・いびき・歯槽膿漏・下顎 
　　　　  　　に関するもの。 
47『扁桃腺』反射区位置親指のつけ根より少 
 　　　　　　 　し上。
　　　　　　　  手　　法：上下に押す。 
 　　　　　　　　　　　　 ３～５回。
　　　　　　　  適用症状：カゼ・扁桃腺の症 
　　　　　　　　　　　　  状（腫れ・痛み・ 
　　　　　　　　　　　　 化膿・肥大）・扁 
                         　　　 桃腺 による頭痛。

※『扁桃腺』口と喉の間にあり、 

　リンパ組織が集まっている。 

他の番号（部位）については 
HPにて公開しております。 

住　　所：西東京市ひばりが丘

開業年数
　85年　三鷹市井の頭にて責任者 
　　　　として開業
　06年　東久留米市より移転、現在に至る
卒業学科：柔道整復科 

シブヤ整骨院 
 院 長　渋谷　正司 先生 

住　　所：豊島区南大塚

開業年数
　99年 鍼灸出張専門
　09年 千殊むすび鍼灸院開業
ベッド数：２台

卒業学科：鍼灸科 

千殊むすび鍼灸院 

院 長　宮本　啓佑 先生 

同窓におうかがいしました！ 
コラム 

平
成
二
十
年
五
月
に
東
京
医
療

専
門
学
校
同
窓
会
の
同
窓
会
員

（
ご
卒
業
生
）
さ
ま
を
対
象
と
し

た
鍼
灸
賠
償
責
任
保
険
制
度
が
創

設
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
ご
卒
業

生
さ
ま
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
制
度
の
普
及
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
関
係
者
の
方
々

増
加
し
て
お
り
、
患
者
側
も
医
療

過
誤
に
関
し
て
敏
感
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
す
で
に
ご
存
知
の
こ
と

か
と
思
い
ま
す
。
医
療
業
界
全
般

で
は
、
賠
償
額
が
一
億
円
を
超
え

る
高
額
賠
償
判
決
も
出
て
お
り
、

引
き
続
き
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
先

に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
鍼
灸
業
界
に
お

け
る
医
療
事
故
の
現
状
で

す
が
、
二
〇
一
〇
年
五
月

一
日
〜
二
〇
一
一
年
二
月

ま
で
の
間
で
、
他
校
制
度

加
入
者
含
め
約
千
二
百
人

中
、
四
件
の
事
故
が
実
際

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
、
鍼
に
よ
る
気

胸
が
一
件
、
神
経
損
傷
が

一
件
、
症
状
の
増
悪
が
一

件
、
灸
に
よ
る
火
傷
が
一

件
で
し
た
。

昨
今
、
鍼
灸
業
界
を
問

わ
ず
医
療
訴
訟
の
件
数
が

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
危
機
意

識
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
万
一
の
際
に
高
額
賠
償
に
も

備
え
う
る
賠
償
責
任
保
険
へ
ご
加

入
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
ま
す
。

こ
こ
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

こ
と
は
、
多
く
の
方
が
鍼
灸
院
の

加
入
の
賠
償
責
任
保
険
の
内
容
に

も
よ
り
ま
す
が
、
勤
務
鍼
灸
師
が

個
人
で
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

と
保
険
金
支
払
の
対
象
外
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

今
一
度
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

院
長
（
開
設
者
）
さ
ま
の

み
が
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
れ
ば
問
題
な
い
と
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

実
際
に
発
生
し
た
事
故
に

お
い
て
で
す
が
、
被
害
を

訴
え
る
患
者
さ
ん
が
治
療

院
だ
け
で
は
な
く
、
被
害

感
情
か
ら
勤
務
鍼
灸
師
個

人
に
対
し
て
も
賠
償
請
求

を
行
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
法
律
上
、
医
療
過

誤
に
お
け
る
賠
償
責
任
は
、

治
療
院
な
ら
び
に
勤
務
鍼

灸
師
は
共
同
し
て
責
任
を

負
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
ご

東京海上日動火災保険（株）代理店 

（株）東海日動パートナーズ・ジャパン 

　　　　　　　鍼灸賠償責任保険制度担当　成田　昌浩 

鍼灸業界における医療事故の現状について 
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ご来場 

お待ちしています
！ 

第35回呉竹祭 
とき：2011年10月15日（土） 
会場：東京医療専門学校 
　　　四谷校舎（東京校） 

第23回呉竹医学会 学術大会 
とき：2011年10月14日（金） 
会場：呉竹医療専門学校（大宮校） 

呉竹医療専門学校（大宮校） 東京医療専門学校・四谷校舎（東京校） 

第43回 
呉竹総会 

●日時：2011年５月29日（日）14：30～ 
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」 
●内容：平成22年度事業報告・決算報告および 
　平成23年度事業計画・予算案、功労者表彰など 

講演会 
（無料） 

第2回 
卒業生の集い 

●日時：2011年５月29日（日）15：00～ 
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」 
●演題：「自律神経免疫療法」について 

●日時　2011年５月29日（日）17：00～19：00 
●会場　アルカディア市ヶ谷（私学会館） ３階「富士」 
　　　　［JR・東京メトロ・都営地下鉄 市ヶ谷駅 徒歩２分］ 
　　　　〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-25 
●会費　3,000円（立食形式） 

講師：福田医院 院長　福田　稔 先生 
　福田稔先生は安保徹教授との共同研究によって、自律神経と免疫の関係を

明らかにした「福田―安保理論」に基づき自律神経のバランスを整えて免疫

を高める治療である自律神経免疫療法を開発されました。その一方で、誰も

が簡単にできる「つむじ押し」と「爪もみ」の２つの健康法も考案され、高

い評価を得ておられます。そこで、本講演では明日の臨床に活かせる「自律神経免疫療法」「つむじ療法」「爪も

み」の各療法の理論と実践を教授していただきます。 

平成23年度
 呉竹総会・ 

「卒業生の集
い」開催のお

知らせ 

E V E N T

SCHEDULE
イベント予告 イベント予告 イベント予告 平成23年度 

E V E N T

R E P O R Tイベント報告 イベント報告 イベント報告 平成22年度 

coming soon!coming soon!coming soon!

ビック 
　カメラ 

そごう 呉竹医療専門学校 呉竹医療専門学校 

大宮ソニックシティー 

東京 

　５月29日（日）「卒業生の集い」をアルカディア市ヶ谷（私学会館）で開催いたします。 

　今年度は平成21年３月に卒業された学年の方々が代表幹事となって開催されます。昨年

初開催された「卒業生の集い」は、多方面で活躍されている同窓の先生方を交え、学生時

代の昔話や近況を語り合う良い機会となりました。 

　今年度も代表幹事を含め、学校全体で「卒業生の集い」を盛り上げようと考えております。皆さま方の参加をお待ちしております。 

昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
呉

竹
祭
は
、
三
十
四
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
授
業
に
追
わ
れ

難
し
い
顔
に
な
り
が
ち
の
学
生
さ
ん

に
も
、
笑
顔
が
広
が
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
水
餃
子
、
焼

き
そ
ば
、
ダ
ー
ツ
、
輪
投
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
屋
台
が
四
谷
校
舎
の
中
に
立

ち
並
び
、
屋
台
を
行
き
交
う
学
生
さ

ん
同
志
の
交
流
も
活
気
づ
い
て
お
り

ま
し
た
。

屋
台
の
ほ
か
に
も
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、

日
々
の
授
業
で
学
ん
だ
手
技
を
多
く

の
方
に
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

募
金
し
て
い
た
だ
い
た
四
万
七
十

九
円
は
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
盲
人

会
連
合
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
呉
竹
祭
は
、
十
月
十
五
日

に
行
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
卒
業
生

も
呉
竹
祭
を
機
会
に
母
校
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
ぜ

ひ
、
在
校
生
と
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
鍼
灸
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
在
校
生
に
貴
重
な
意
見
を
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
入
学
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
学
校
・
学
生
の
雰
囲
気
を
感

じ
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

十
月
十
五
日
（
金
）、
呉
竹
鍼
灸

柔
整
専
門
学
校
に
て
「
第
二
十
二
回

呉
竹
医
学
会
学
術
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
、
呉
竹
医
療
専
門
学

校
（
大
宮
校
）
の
学
生
が
発
表
し
た

こ
と
で
、
実
質
的
に
初
め
て
の
三
校

開
催
と
な
り
、
本
学
会
に
新
た
な
ペ

ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
東
京
歯
科
大
学

法
人
類
学
研
究
室
の
橋
本
正
次
教
授

を
お
招
き
し
て
「
身
元
確
認
作
業
を

通
し
て
み
る
　
日
本
人
の
感
情
、
思

考
、
行
動
様
式
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
校

生
・
卒
業
生
共
に
、
将
来
的
に
海
外

で
鍼
灸
の
仕
事
を
望
む
方
が
増
え
て

い
る
今
、
日
本
人
、
外
国
人
そ
れ
ぞ

れ
の
感
情
、
思
考
、
行
動
様
式
を
比

較
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
学
生
た
ち
の
貴
重
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

実
技
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
井
素

子
先
生
が
「
良
導
絡
自
律
神
経
調
整

療
法
の
実
際
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

問
診
・
測
定
か
ら
治
療
の
流
れ
を
体

系
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
自
律

神
経
調
整
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
詳

し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

小
川
志
乃
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
「
オ
イ
ル
を
用
い
た
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
サ
ー
ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
は
、

現
場
で
使
え
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
テ
ク
ニ

ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
天
候
や
気
圧
の

変
化
が
も
た
ら
す
選
手
へ
の
影
響
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
ど

う
い
っ
た
治
療
が
効
果
的
な
の
か
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
比
奈
茂
先
生
の
「
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
・
障
害
に
お
け
る
冷
却
療
法
の
理

論
と
効
果
」
に
お
い
て
は
、
一
般
化

さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
後
の
ア
イ
シ

ン
グ
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
、
ア
イ
シ
ン
グ
を
行

わ
な
い
場
合
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が

見
ら
れ
る
の
か
、「
冷
や
す
こ
と
の

意
味
」
と
は
？
　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

ケ
ガ
の
発
生
率
な
ど
具
体
的
な
数
字

を
使
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
教
職
員

や
在
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

「
一
般
口
演
」
・
学
生
自
ら
が
研
究

発
表
を
行
う
「
分
科
会
」
・
研
修
生

が
行
う
「
症
例
報
告
」
な
ど
も
行
わ

本
年
度
は
、
例
年
人
気
の
高
い
実

技
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
二
部
構
成
に
変
更

し
多
く
の
学
生
が
複
数
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。

今
年
の
医
学
会
は
呉
竹
医
療
専
門

学
校
（
大
宮
校
）
で
十
月
十
四
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
医
学
会
と
い
う
名

前
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
幅
広
く

有
益
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
年
の
呉
竹
医

学
会
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

れ
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
学
術
研
鑚

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
設
け
た
「
教

育
講
演
」
で
は
藤
島
一
月
男
先
生
に

よ
る
「M

icrosoftO
ffice

W
ord

に

よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
」
を

行
い
ま
し
た
。
今
般
、
治
療
院
の
開

業
に
お
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

本
講
演
で
は
、
馴
染
み
の
あ
る

W
ord

を
利
用
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
基
礎
知
識
か
ら
公
開
ま
で
を
一

通
り
学
習
し
ま
し
た
。

第
34
回
呉
竹
祭

第
22
回
呉
竹
医
学
会
　
　

学
術
大
会



先輩に学ぶ成功の秘訣 先輩に学ぶ成功の秘訣 

　専門学校の教育方針は分野により異なるにせよ、専門学校の使命が社会に役立つ人

材を育成することであるとするならば、社会が受け入れられる人間を在学中に養うこ

とは必然であります。そのためには、各分野に即応したキャリア教育の実施や職業教

育の一層の充実を図らねばなりません。本校ではキャリア教育として平成20年度よ

りキャリアガイダンスを実施しており、平成22年度からは職業教育の一環としてイ

ンターンシップ制度を新たに導入することにより、専門職としての見識を深めさせる

取り組みを始めました。 

　本校では平成22年度より職業教育の一環としてインターンシップ制度を導入いたしました。
インターンシップ（就業体験）を実施する目的は、学生が資格を活かせる職場を見学するこ
とにより、職場の実態を学習し、専門職としてのプロ意識に目覚めるなど職業に対する見識
を深めることにあります。今回は鍼灸科、柔整科の２学年を対象に実施しましたが、今後は
学生のニーズを踏まえ、学校教育を補完する制度にしてまいります。 

現場で養う医療の心 現場で養う医療の心 
職業教育としてのインターンシップ制度（就業体験）の導入 

平成22年度　インターンシップ協力治療院　一覧 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14

進藤カイロプラクティック療術院 津田　聖子 先生 

増田鍼療所 増田　眞彦 先生 

斉藤鍼温灸院 斉藤　隆夫 先生 

鍼灸治療院　天億 吉田　モト 先生 

鍼灸治療室　旗の台 岡安　　清 先生 

生脉法鍼灸 内山　眞喜 先生 

マイケル＆マック 松本　和臣 先生 

J.Mトレーナー鍼灸マッサージ治療院 安達　淳子 先生 

アキュモード 北村恵美子 先生 

アテナ鍼灸マッサージ 熊田　憲夫 先生 

銀座ナチュラルタイム 渡辺　佳子 先生 

さくら堂はり灸治療院 柳原　功典 先生 

聖泉鍼灸院 中村　耕三 先生 

治療室ホスピターレ 岡本　雅典 先生 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27

天使のたまご 藤原　亜希 先生 

東京ヘルスケア機能訓練センター 長尾　雅人 先生 

メビウス銀座治療院 金谷　義孝 先生 

岩元鍼灸院接骨院 岩元　健朗 先生 

あさひろ鍼灸接骨院グループ 林　　云海 先生 

あみ鍼灸接骨院グループ 小林　秀年 先生 

白寿堂亀有駅前接骨院 遊佐　健一 先生 

白寿堂鍼療所・接骨院 遊佐　健一 先生 

ミックス鍼灸整骨院 中鉢　典雄 先生 

関鍼灸・接骨院 関　　研二 先生 

シー・エム・シー整骨院グループ 近藤　昌之 先生 

安心堂鍼灸接骨院グループ 伊藤　裕徳 先生 

東銀座整骨・鍼灸・整体院 関　　修一 先生 

ご協力ありがとうございました。 

名　　　　称 責  任  者 名　　　　称 責  任  者 

インターンシップ 
実習協力のお願い 

・実習形式：見学のみ
・実習期間：１期（６～７月）・２期（９～12月）
　なお、事故・損害の補償、個人情報の保護等の説明については担当者にお問い合せく 
ださい。
　　　　　　　　　　　連絡先　東京医療専門学校　03-3341-4043（担当　大三川）

　昨年に続き、今年度もインターンシップを実施しますので、卒 
業生の方で在校生を受け入れることが可能な方がいらっしゃいま 
したら、下記留意点をご確認の上、本校までご連絡ください。 

　昨年、企業説明会に代わって発行された就職ハン
ドブック。国家試験終了後すぐに就職活動を行える
とのことで、たいへん好評でした。 
　今年はハンドブックのサイズを大きくしてより見
やすいレイアウトに変え、巻末には履歴書も付けま
した。 
　今年も卒業生の就職活動の即戦力になること間違
いなしです。 

　教員養成科では、卒業後すぐに進学される方のほかに、鍼灸院にお勤めの方や開業さ
れている方など、すでに臨床現場で活躍されている方も入学されております。 
　教員養成科は30人を超す多彩な講師陣、200人を超す患者さま、約30年の間に培わ
れた実践的なカリキュラムなどにより、幅広い臨床力や指導力の向上が期待できるアド
バンスコースです。 
　現場での後進指導やキャリアアップを目的に、あなたも教員養成科で学んでみてはい
かがでしょうか。 

鍼灸マッサージ教員養成科のご案内 

９：30～15：00 
※上記授業時間外の授業（臨床実習等）が週に数日行われます。 

東京医療専門学校　代々木校舎　03-3320-1815

概 要 25人 

２年 

授業時間 

定　　員 

修業期間 

資格を活かすために!!
キャリア教育 キャリアガイダンス 

専門的技能取得 

職業教育 インターンシップ（就業体験） 

資格取得 

専

門

学

校 

職業教育とキャリア教育の位置付け 

2011就職ハンドブック発行 2011就職ハンドブック発行 2011就職ハンドブック発行 

くれたけだより（5） 2011（平成23）年５月１日 第31号　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
昨
年
に
続

き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
学
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
自
ら
の

役
割
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
多
様

な
職
域
の
中
で
資
格
を
活
か
し
、
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
迎
え
、
体
験

談
や
生
き
方
、
考
え
方
を
聞
く
機
会

を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
が
鍼
灸
師
・
柔
整
師
と

し
て
社
会
的
・
職
業
的
な
自
立
と
資

格
を
活
か
し
た
役
割
の
価
値
を
見
出

し
て
く
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。今

年
度
は
、
卒
業
生
講
演
を
山
田

晃
広
先
生
（
株
式
会
社
ロ
コ
・
ケ
ア

取
締
役
）
と
宮
本
啓
佑
先
生
（
千
殊

む
す
び
鍼
灸
院
院
長
）
に
お
越
し
い

た
だ
く
と
共
に
、
松
丸
修
先
生
（
株

式
会
社
ウ
ィ
ル
ワ
ン
代
表
取
締
役
）、

金
谷
義
孝
先
生
（
保
険
鍼
灸
マ
ッ
サ

ー
ジ
協
会
会
長
）
と
い
う
鍼
灸
業
界

に
お
い
て
著
名
な
お
二
人
を
今
年
度

新
た
に
講
師
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

二
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
卒
業
生
講

演
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
Ｊ
リ
ー
グ
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
で

活
躍
を
し
て
い
る
山
田
先
生
に
、
当

校
卒
業
後
か
ら
現
在
の
地
位
に
た
ど

り
着
く
ま
で
の
経
緯
を
海
外
で
の
ト

レ
ー
ナ
ー
活
動
の
経
験
を
踏
ま
え
て

お
話
し
い
た
だ
き
、宮
本
先
生
に
は
、

ご
自
身
の
鍼
灸
院
を
開
業
す
る
ま
で

の
十
年
間
の
出
張
治
療
で
得
た
知
識

の
活
か
し
方
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
就
職
先
の
割
合
や

求
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ
ル
な
ど
、
統

計
デ
ー
タ
を
基
に
説
明
し
て
い
た
だ

く
と
共
に
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
の
ポ
イ
ン
ト
に
至
ま
で
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
谷
先
生
に
は
「
流
行
る
鍼
灸
院

流
行
ら
な
い
鍼
灸
院
の
違
い
は
何

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た

だ
き
、就
職
活
動
を
控
え
る
学
生
に
、

就
職
先
と
し
て
選
ぶ
べ
き
鍼
灸
院
の

基
準
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
年
生
へ
の
卒
業
生
講
演
よ
り

も
、
よ
り
具
体
的
で
、
即
学
生
の
就

職
活
動
に
役
立
つ
講
演
を
意
識
し
て

テ
ー
マ
を
作
り
、
講
師
と
講
義
内
容

を
考
え
ま
し
た
。
来
年
度
も
充
実
し

た
講
演
を
開
催
し
、
就
職
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
、
進
路
相
談
室
と
合
わ
て
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

学
ん
で
い
る
鍼
灸
が
、
卒
業
後
ど

の
よ
う
に
活
か
せ
る
の
か
。
日
々
の

勉
強
に
追
わ
れ
、
長
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

立
て
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
学
生

に
、
自
身
の
経
験
を
基
に
具
体
的
に

話
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
学
生

に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
三
年
生
に
つ
い
て
は
、
松
丸

先
生
に
「
雇
用
者
側
が
求
め
る
鍼
灸

師
像
と
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
鍼
灸
師
・
鍼
灸

「キャリア支援室」 
作りました！ 

「キャリア支援室」 
作りました！ 

「キャリア支援室」 
作りました！ 

　学生と教員が１対１で進路につ
いて話し合うことで、教員が各学
生に適した進路アドバイスを行う
ことができます。 
　もちろん漠然とした進路への不
安や些細なことでも、教員が相談
に乗ります。 
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呉
竹
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

【診療科目】内科、整形外科、リハビリテーション科、 
　　　　　　皮膚科、婦人科、漢方内科 
【診療時間】９：00～12：30、15：00～18：30 
【休 診 日】日曜日、祝日、水・土曜日午後、第２・４土曜日 
【所 在 地】〒330-0854 
　　　　　　埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目185-1 
【電　　話】048-658-0100

NEW
「
呉
竹
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

は
、
最
新
の
科
学
的
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
な
が
ら
、
呉
竹
医
療
専
門

学
校
附
属
の
接
骨
・
は
り
き
ゅ
う
施

術
所
と
連
携
し
、
東
西
医
学
を
融
和

さ
せ
た
理
想
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
場
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
最
新
医
療
機
器
を
設
置

し
て
お
り
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
附
属
施
術

所
で
の
治
療
を
希
望
さ
れ
た
患
者
さ

ま
の
経
過
観
察
や
治
療
効
果
の
評
価

等
を
科
学
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
患
者
さ
ま
の
要
望
に
応
じ
て
、

電
子
カ
ル
テ
や
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
周
辺
病
院
の

検
査
依
頼
や
デ
ー
タ
の
共
有
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
附
属
施

術
所
の
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
教
員
は
、

症
例
検
討
会
等
の
勉
強
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、
患
者
さ
ま
の
経
過
や
今

後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
最
適
な
治

療
方
法
に
つ
い
て
研
鑽
を
積
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
三
年
目
と
な
る
平
成

二
十
三
年
度
に
は
、
呉
竹
医
療
専
門

学
校
の
学
生
の
臨
床
実
習
に
つ
い
て

も
、
附
属
施
術
所
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
方
針
で
計

画
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
学
校
教

育
に
も
還
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
中

心
と
し
た
東
西
医
療
の
交
流
は
、
呉

竹
医
療
専
門
学
校
附
属
施
術
所
に
留

ま
ら
ず
、
呉
竹
学
園
の
卒
業
生
と
の

間
で
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
卒
業

後
治
療
院
で
お
勤
め
の
方
や
、
開
業

さ
れ
て
い
る
方
の
紹
介
で
呉
竹
メ
デ

ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
使
用
さ
れ
る

患
者
さ
ま
に
は
、
最
新
医
療
機
器
に

よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
過
観
察
や

治
療
効
果
の
評
価
等
を
紹
介
者
で
あ

る
卒
業
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
報

告
）
し
、
卒
業
生
と
呉
竹
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
双
方
で
患
者
さ
ま

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
敷
い
て
お

り
ま
す
。

充
実
し
た
治
療
を
患
者
さ
ま
に
提

供
す
る
手
段
と
し
て
、
卒
業
後
も
呉

竹
学
園
の
施
設
を
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
は
呉
竹
学

園
各
校
で
の
授
業
や
特
別
講
演
等
も

担
当
し
て
お
り
、
本
学
園
で
は
医
師

と
学
生
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
こ

の
よ
う
な
地
域
医
療
や
教
育
現
場
で

の
交
流
を
通
じ
て
、
東
西
医
療
の
架

け
橋
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
か

ら
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
万
博
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
上
海
へ
、
中
国
医

療
を
学
び
に
訪
中
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に
「
呉
竹
医
療
専
門

学
校
」
の
学
生
も
加
わ
り
、
東
京
・

横
浜
・
大
宮
三
校
の
学
生
（
総
勢
七

十
四
人
）
が
参
加
。
授
業
内
容
は

「
鍼
灸
コ
ー
ス
」「
推
拿
コ
ー
ス
」

「
解
剖
コ
ー
ス
」「
総
合
体
験
コ
ー
ス
」

と
四
つ
の
コ
ー
ス
に
別
れ
、
日
本
で

は
体
験
の
で
き
な
い
中
国
医
療
や
人

体
解
剖
を
、
上
海
中
医
薬
大
学
の
ベ

テ
ラ
ン
講
師
陣
の
下
そ
れ
ぞ
れ
目
的

を
持
っ
て
学
ん
だ
模
様
で
す
。

特
に
解
剖
に
関
し
て
は
今
年
か
ら

解
剖
観
察
内
容
表
に
沿
い
、
何
を
自

分
は
見
て
い
る
の
か
、
ど
こ
が
見
え

た
の
か
を
確
認
し
な
が
ら

解
剖
を
進
め
、
た
だ
漠
然

と
解
剖
を
す
る
の
で
は
な

く
、
一
つ
一
つ
の
部
位
を

丁
寧
に
観
察
し
た
こ
と
で
、

学
生
の
得
た
知
識
が
よ
り

定
着
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま

た
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
観
光
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
北
京
で
は
万
里
の
長

城
や
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー

の
舞
台
と
な
っ
た
紫
禁
城

（
し
き
ん
じ
ょ
う
）
を
、
上

海
で
は
、
豫
園
（
よ
え
ん
）

や
水
郷
古
鎮
（
す
い
ご
う

こ
ち
ん
）
で
有
名
な
朱
家

角
（
し
ゅ
か
か
く
）
を
見
て
回
り
ま

し
た
。

そ
し
て
学
生
の
皆
が
行
き
た
い
と

話
し
て
い
た
上
海
万
博
。
な
ん
と
上

海
中
医
薬
大
学
か
ら
の
ご
招
待
に
よ

り
、
学
生
全
員
が
万
博
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
上
海
中
医
薬
大
学

の
ご
厚
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

「
上
海
中
医
薬
大
学
短
期
留
学
」

は
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

研
修
内
容
を
充
実
さ
せ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

注
目
度
が
上
が
っ
て
い
る
羽
田
空
港

の
利
用
も
検
討
す
る
な
ど
、
学
生
が

満
足
で
き
る
研
修
内
容
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

海外研修 海外研修 海外研修 海外研修 

TOPICS

　東京医療専門学校四谷本部校舎において、鍼灸マ
ッサージ教員養成科、鍼灸マッサージ科、鍼灸科、
柔道整復科の総勢293人が卒業しました。 
　例年有楽町朝日ホールにて卒業式を行っておりま
すが、今年は東日本大震災の影響を考慮し、３月
24日（木）、25日（金）、28日（月）の３日間に
分け、卒業証書授与式として四谷本部校舎にて行い
ました。 
　教室を使って行われた授与式は、例年行われてい
る朝日ホールでの卒業式と比べ規模こそ小さくなり
ましたが、校長先生、担任の先生が卒業生一人ひと
りに御祝いの言葉を掛け、教員と卒業生の距離感の
近い、とてもアットホームな授与式となりました。 
　３年間の学生生活の思い出を胸に、医療人として
巣立っていく卒業生。培った知識を活かし、それぞ
れの描く夢に突き進んでほしいものです。 
　今後のご多幸、ご活躍を心よりお祈りいたします。
ご卒業おめでとうございました。 

　平成23年４月１日（金）、有楽町朝日ホールにて入学式
が挙行され、新入生235人が、新しく呉竹学園の仲間に加
わりました。 
　入学式に先立ち、『東日本大震災』で犠牲になられた方々
に謹んで哀悼の意を表し、黙祷を捧げました。 
　式典では村居校長から新入生に向けて、規制緩和による
有資格者の増加、それに伴う鍼灸・柔整業界の厳しい現状
についてお話を頂き、学校で行っている就職ハンドブック
の発行や、インターンシップ（就業体験）などのキャリア
支援を有効に活用することを新入生に呼び掛けて頂きました。 
　３年後には国家資格を取得し、医療人として臨床現場に
立ちます。しっかりとした手技と知識が身に付くよう、教
職員一同、力を合わせて皆さんをサポート致します。 
　ご入学おめでとうございます。 

293人が医療人として巣立つ 

医療人の卵、235人が仲間入り 

卒 業 式
 

入 学 式 
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全
国
の
呉
竹
会
員
の
皆
さ
ま
お
元

気
で
す
か
、き
っ
と
暑
さ
に
負
け
ず
、

寒
さ
に
負
け
ず
、
毎
日
を
ご
健
勝
に

て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
去
年
は
酷
暑
の
夏
で
し

た
。
そ
し
て
こ
の
冬
は
各
地
で
記
録

的
な
大
雪
と
た
い
へ
ん
に
厳
し
い
寒

さ
で
し
た
。
鹿
児
島
と
宮
崎
に
ま
た

が
る
阿
蘇
山
も
久
し
ぶ
り
に
大
噴
火

を
起
こ
し
、櫻
島
ま
で
噴
煙
を
上
げ
、

あ
ら
た
め
て
大
自
然
の
力
と
脅
威
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
サ
ッ
カ
ー
の
ア
ジ
ア
大
会

で
は
嬉
し
い
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
、
日
本
中
が
喜
び
、
感
激
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
経
済
界
で
は
相
変

わ
ら
ず
不
景
気
で
、
景
気
の
先
行
き

が
分
か
ら
な
い
状
況
下
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も

世
界
第
二
位
か
ら
転
落
し
そ
う
で
す
。

業
界
の
同
業
者
数
も
す
ご
い
勢
い

で
増
え
て
い
ま
す
。
接
骨
・
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
学
校
も
増
え
な
く
な
っ

て
、
飽
和
状
態
の
様
子
で
す
。
今
こ

そ
業
界
一
軒
一
軒
の
院
の
質
が
問
わ

れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば

我
々
よ
り
早
く
業
界
が
膨
ら
み
院
が

増
え
た
歯
科
医
院
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
　
医
療
関
係
で
は
歯
医
者
さ
ん

が
一
番
最
初
に
増
え
て
一
つ
の
市
に

三
〜
四
軒
だ
っ
た
歯
科
医
院
が
十
〜

二
十
軒
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
る

と
互
い
に
生
き
残
り
を
か
け
て
技
術

の
向
上
を
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

も
絶
対
に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
、
昔
の
歯
医
者
さ
ん

は
、
け
っ
こ
う
刺
激
的
だ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
が
、
今
の
歯
医
者
さ
ん
は

技
術
が
上
が
っ
た
の
か
、
痛
み
を
ほ

と
ん
ど
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
治
療
も

時
間
が
か
か
ら
ず
ほ
ん
の
数
回
で
完

治
で
す
。
こ
の
よ
う
に
早
い
治
療
と

痛
み
の
な
い
治
療
は
歯
医
者
さ
ん
の

イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

接
骨
院
も
鍼
灸
院
も
今
後
時
代
の

要
請
に
合
わ
せ
て
さ
ら
な
る
技
術
の

向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
院
と
し

て
の
総
合
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
時
代
が
少
し
変
わ
れ

ば
、
簡
単
に
言
え
ば
少
し
違
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

に
似
て
、
中
身
の
要
請
が
か
な
り
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
私
は
今

の
時
代
を
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
や
っ
と
少
し
ず
つ
良
い

時
代
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

去
年
の
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
事
件
を

皆
さ
ま
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
本
当
は
も
っ
と
以
前
か
ら
、
少

し
だ
け
で
す
が
ず
っ
と
あ
っ
た
ん
で

す
。
で
も
今
年
の
よ
う
に
全
国
で
こ

ん
な
に
多
く
の
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
が

現
れ
よ
う
と
は
、
あ
る
意
味
自
分
さ

え
良
け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
と
い
う
時

代
が
確
実
に
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。

鍼
灸
業
界
も
柔
整
業
界
も
、
治
療

院
の
数
は
確
実
に
今
よ
り
も
っ
と
増

え
て
い
く
は
ず
で
す
が
、
保
険
業
務

上
の
細
か
い
規
制
緩
和
の
お
か
げ
で

あ
る
意
味
や
り
や
す
い
部
分
も
か
な

り
出
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
保
険

行
政
や
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
「
同
意
」

の
難
し
さ
を
考
え
る
と
嬉
し
い
限
り

で
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
時
代
の
移

り
変
わ
り
と
と
も
に
、
少
し
ず
つ
新

旧
入
れ
替
わ
り
の
、
で
き
る
だ
け
若

手
を
大
切
（
育
て
る
）
に
し
た
同
窓

会
に
と
進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
呉
竹
総
会
の
後
の
卒
業
生
の
集

い
を
大
切
に
し
て
、
各
県
の
呉
竹
会

支
部
と
接
点
を
持
て
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ま
た
各
県
呉
竹
会
支
部
と
し
て

も
と
て
も
良
い
チ
ャ
ン
ス
の
と
き
だ

と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
同

期
会
の
大
切
さ
を
良
く
分
か
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
同
期
会
の
推
進
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
同
期
会

を
開
催
さ
れ
る
予
定
や
、
開
催
さ
れ

る
予
定
が
お
あ
り
な
ら
ば
、「
く
れ

た
け
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
た
い
の
で

幹
事
の
方
は
是
非
ご
一
報
く
だ
さ

い
。「
く
れ
た
け
だ
よ
り
」
が
良
い

記
念
誌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

五
月
二
十
九
日
（
日
）
に
は
呉
竹

総
会
で
す
。
そ
し
て
今
年
か
ら
卒
業

生
の
動
員
が
欠
け
や
す
い
日
曜
日
に

卒
業
生
の
集
い
を
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
呉
竹
会
総
会

も
、
今
ま
で
の
土
曜
日
か
ら
卒
業
生

の
出
席
し
や
す
い
日
曜
日
に
今
年
か

ら
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

各
県
の
同
窓
会
支
部
と
し
て
も
総
会

に
出
席
の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
Ｏ
Ｂ

の
更
な
る
参
加
の
呼
び
か
け
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
十
月
十
四

日
（
金
）
に
は
大
宮
校
で
呉
竹
医
学

会
が
オ
ー
ル
呉
竹
規
模
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
十
月
十
五
日
（
土
）

に
は
東
京
校
の
呉
竹
祭
が
、
平
成
二

十
四
年
三
月
十
四
日
に
は
、
待
ち
に

待
っ
た
大
宮
校
初
め
て
の
卒
業
式
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
続
い
て
十
五
日
に

は
横
浜
校
の
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
、

十
六
日
に
は
東
京
校
の
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
駆
け
足
で
た

く
さ
ん
の
行
事
を
乗
り
越
え
て
、
さ

あ
忙
し
く
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
長
年
勉
強
さ
れ
て
開
院

さ
れ
て
も
、
患
者
さ
ま
に
評
価
し
て

い
た
だ
き
繁
栄
さ
れ
る
先
生
と
残
念

な
が
ら
繁
栄
し
な
い
先
生
と
に
分
か

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
呉
竹
を
出
ら
れ

た
先
生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
年
多
く
の
院
の
開
設
や
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
経
験
か
ら
繁
栄
の
要
素
は

次
の
三
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
①
診

断
力
②
治
療
力
③
人
間
力
（
感
じ
る

力
・
聞
く
力
・
話
す
力
）
で
す
。
こ

の
三
つ
を
鍛
（
き
た
）
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
千
葉
県
呉
竹
会
の
勉

強
は
し
っ
か
り
こ
こ
に
注
目
し
て
、

実
践
的
勉
強
会
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ご
連
絡
い
た
だ

き
会
員
登
録
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
表
の
場
と
し
て
、
会
員

の
皆
さ
ま
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し

て
い
る
一
年
に
一
度
の
医
療
オ
リ
ン

ピ
ク
ス
Ｃ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
二
〇
一

一
年
は
十
月
十
六
日
（
日
）
東
京
国

呉
竹
学
園
を
卒
業
し
て
、
十
三
年

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、（
社
）

長
野
県
柔
道
整
復
師
会
の
会
員
と
な

り
、
長
野
県
の
上
田
市
で
開
業
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
柔
整
師
会
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
と

い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
そ
の
委
員
会
の
長
野
県
の

東
信
地
区
と
い
う
地
域
の
委
員
長
を

し
て
お
り
ま
す
。

何
を
す
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
ス

ポ
ー
ツ
や
、
競
技
の
「
救
護
・
ト
レ

ー
ナ
ー
活
動
」
や
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
や
指
導
者
に
「
テ
ー
ピ
ン
グ
講

習
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
地
域
の
社
会
貢
献
に
努

め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
校

体
育
連
盟
の
依
頼
に
よ
る
「
大
会
救

護
」
や
地
域
の
柔
道
大
会
、
ま
た
、

市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
「
医
務
係
」

な
ど
依
頼
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。特
に
、

中
体
連
の
大
会
で
は
、
年
間
で
百
人

昨
年
十
月
に
、
栃
木
呉
竹
会
創
設

の
発
起
人
で
あ
り
相
談
役
を
長
年
務

め
て
い
た
だ
い
た
、
後
藤
正
保
先
生

が
七
十
三
年
間
の
人
生
を
終
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
深
い
哀
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
社
）
栃
木
県
柔
道
整
復
師
会
で

は
、
公
益
社
団
を
目
指
す
た
め
に
、

一
般
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
年

間
二
回
の
学
術
講
演
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
、「
食
は
文
化

江
戸
前
ず
し
の
起
こ
り
」
と
題
し
て

講
師
に
全
国
す
し
商
組
合
連
合
会
名

誉
会
長
の
森
茂
雄
さ
ん
を
招
き
し
、

ま
た
「
生
き
て
い
る
っ
て
す
ば
ら
し

い
〜
空
気
に
負
け
な
い
生
き
方
〜
」

と
題
し
て
講
師
に
諏
訪
中
央
病
院
名

誉
院
長
で
あ
る
鎌
田
實
先
生
を
お
招

き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
柔
道
大
会

の
救
護
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
赤
十
字
接

骨
・
整
骨
災
害
救
護
奉
仕
団
」
が
、

日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
主
催
の

「
赤
十
字
ま
つ
り
」「
男
体
山
登
拝
講

社
大
祭
」
栃
木
県
主
催
の
「
防
災
訓

練
」
な
ど
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
が
年
末
に
は
、
栃
木
県

と
（
社
）
栃
木
県
柔
道
整
復
師
会
が

「
災
害
時
の
医
療
救
護
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
柔
道
整
復

師
の
団
体
が
都
道
府
県
と
災
害
時
の

協
定
を
結
ぶ
の
は
十
四
都
府
県
目
と

な
り
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
当
院
に
通
っ
て
い

た
だ
い
て
る
患
者
さ
ま
が
、
四
谷
の

呉
竹
を
知
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
伺

い
し
た
と
こ
ろ
、
坂
本
歩
理
事
長
の

お
じ
さ
ま
と
お
友
達
だ
っ
た
そ
う
で

す
…
。「
人
と
の
つ
な
が
り
」
と
は
、

ど
こ
で
ご
縁
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な

い
も
の
で
す
ね
。
学
園
の
創
設
者
で

あ
る
、
故
・
坂
本
貢
先
生
は
学
園
設

立
前
に
は
栃
木
県
の
国
立
病
院
に
勤

め
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

栃
木
読
売
（
読
売
新
聞
）
に
は
、
坂

本
貢
先
生
の
連
載
記
事
が
当
時
掲
載

さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

同
窓
の
方
々
の
「
益
」
に
な
る
講
座

を
と
の
思
い
か
ら
新
規
講
座
を
い
く

つ
か
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
の

講
座
を
受
講
し
た
方
が
よ
り
深
く
、

確
か
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
を
設
定
い
た
し
ま

し
た
。
一
方
、
当
講
座
を
開
講
す
る

に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
「
治
療
院

開
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
た
い
」
と

い
う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
こ
と
か
ら
今
年
度
は
「
治
療

院
開
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
特
別

今
年
度
は
主
な
活
動
と
し
て
新
入

会
員
の
獲
得
の
た
め
支
部
総
会
通
知

を
呉
竹
学
園
新
卒
業
生
に
住
所
を
お

聞
き
し
て
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
七
月
十
一
日
な
の
で
三
月

前
に
藤
沢
市
民
会
館
を
予
約
し
て
一

月
前
に
準
備
会
を
役
員
で
行
い
ま
し

た
が
、
新
卒
の
方
々
の
参
加
予
約
が

ゼ
ロ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
週

間
前
の
準
備
会
に
も
新
卒
の
方
々
が

ゼ
ロ
で
し
た
。
支
部
総
会
勉
強
会
の

当
日
午
前
中
に
会
計
監
査
を
済
ま

し
、
三
時
か
ら
総
会
が
開
か
れ
議
事

が
進
み
、
そ
の
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
、

新
卒
会
員
の
参
加
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
卒

の
若
手
の
会
員
が
来
や
す
い
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
分
ほ
ど
で
総
会
は
終
了
し

て
、
研
究
会
に
入
り
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
呉
竹
会
会
長
の
石
森
勇

治
先
生
が
発
表
さ
れ
て
「
現
代
病
に

打
ち
勝
つ
氣
の
力
の
お
話
」
と
い
う

こ
と
か
ら
ご
自
分
の
体
験
談
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
先

生
が
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
、

朝
目
覚
め
た
時
に
心
筋
梗
塞
を
起
こ

し
た
時
の
詳
し
い
様
子
や
、
そ
の
時

の
注
意
点
や
そ
の
時
ど
ん
な
こ
と
が

体
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
言

う
こ
と
を
お
聞
き
し
た
後
に
先
生
が

ど
う
や
っ
て
心
筋
梗
塞
を
回
避
し
た

の
か
、
た
い
へ
ん
に
貴
重
で
体
験
し

な
い
で
は
と
て
も
語
れ
な
い
症
例

で
、
参
加
し
た
全
会
員
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
体
の

中
に
は
、
ど
ん
な
医
薬
品
よ
り
も
良

く
効
く
体
内
薬
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
、
ま
た
ど
ん
な
手
術
よ
り
も
素

晴
ら
し
い
自
然
治
癒
能
力
の
あ
る
こ

と
を
、
ま
た
そ
の
力
を
体
内
薬
を
引

き
出
す
や
り
方
を
少
し
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し

い
内
容
に
皆
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
も
和
気
藹
々
（
あ
い

あ
い
）
で
と
て
も
有
意
義
な
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
）
で
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ま
が
そ
の
実
力
を
競
わ

れ
て
い
ま
す
。

栃
木
呉
竹
会
で
は
、
毎
年
四
月
と

十
月
の
年
二
回
「
研
究
会
」
を
開
催

し
、
意
見
や
情
報
の
交
換
な
ど
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
生
も
含
め
、
栃
木

県
で
、
勤
務
・
開
業
を
さ
れ
て
い
る

方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
呉

竹
会
栃
木
支
部
に
ご
一
報
願
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
政
治
・
経
済
に
お
い
て

明
る
い
話
題
が
乏
し
い
こ
の
ご
ろ
で

す
が
、
業
界
の
中
で
大
活
躍
さ
れ
て

い
る
呉
竹
会
の
役
員
を
講
師
に
迎

え
、
久
し
ぶ
り
に
東
京
支
部
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す
。
東
京
支
部
会
報
の

発
行
は
資
金
の
関
係
も
あ
り
、
現
在

休
刊
し
、
Ｈ
Ｐ
に
移
行
す
る
準
備
中

で
す
。
勉
強
会
は
会
員
の
皆
さ
ま
の

要
望
と
治
療
技
術
・
知
識
力
の
向
上

を
目
指
す
必
要
性
を
感
じ
、
今
回
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

半
年
も
先
の
開
催
な
の
で
、
ま
だ

会
場
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
日

時
は
決
定
し
平
成
二
十
三
年
六
月
十

九
日
（
日
）
で
す
。
午
前
の
部
は
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
健
保
取
扱
い
の
実
践

と
最
新
情
報
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
を
東
京

都
の
健
保
申
請
取
扱
高
第
二
位
で
約

七
百
の
会
員
治
療
院
を
率
い
る
、
保

険
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
会
の
会
長
で

あ
る
金
谷
義
孝
が
担
当
し
、
今
回
の

勉
強
会
の
露
払
い
を
務
め
ま
す
。

午
後
の
第
一
部
は
、
今
回
の
目
玉

で
、「
医
道
の
日
本
」
等
い
ま
最
も

注
目
さ
れ
て
い
る
、
美
容
鍼
灸
の
堀

口
三
恵
子
先
生
が
理
論
と
実
技
で
皆

さ
ま
を
魅
了
す
る
で
し
ょ
う
。
心
身

共
に
美
し
く
な
り
習
得
し
た
技
術
も

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

第
二
部
は
東
京
支
部
会
長
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や「
自
立
神
経
免
疫
療
法
」

で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て

い
る
安
藤
隆
一
先
生
が
、
癌
克
服
の

免
疫
療
法
実
技
と
、
前
立
腺
癌
で
余

命
半
年
と
宣
告
さ
れ
た
が
奇
跡
的
に

回
復
さ
れ
た
患
者
さ
ま
本
人
か
ら
近

況
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
以
上

が
今
回
の
勉
強
会
の
内
容
で
す
。
詳

細
は
会
場
決
定
の
都
合
上
、
開
催
の

二
カ
月
前
に
は
製
作
準
備
中
の
東
京

支
部
Ｈ
Ｐ
か
事
務
局
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
過
去
に
東
京
支
部

の
勉
強
会
に
出
席
さ
れ
た
方
で
、
事

務
局
で
住
所
の
分
か
る
方
に
は
ハ
ガ

キ
に
て
通
知
す
る
予
定
で
す
の
で
期

待
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
予
約
は
左
記

へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
社
団
の
会
員
が
救
護
員
と
し

て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
室
の
外
に
出
て
行
き
、
ケ
ガ

の
発
生
す
る
現
場
で
即
座
に
応
急
処

置
を
す
る
こ
と
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

チ
ー
ム
の
指
導
者
、
生
徒
、
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
柔
道
整
復
師
の
認
知

度
を
高
め
、
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
良
い
機
会
で
す
。「
ほ
ね
つ
ぎ
」

が
五
十
年
後
も
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
存
在
に
な
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
道
な
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
、
生

涯
学
習
講
習
会
の
中
で
実
技
講
習
と

し
て
当
支
部
の
細
野
昇
会
員
が
足
関

節
固
定
法
（
テ
ー
ピ
ン
グ
を
使
用
）

と
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
足

関
節
周
囲
の
解
剖
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
説
明
。
そ
の
後
、
運
動
学
的
見
地

か
ら
内
返
し
て
負
傷
す
る
捻
挫
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

内
返
に
よ
る
捻
挫
で
は
足
関
節
の
底

屈
と
回
外
（
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
内

転
）
が
同
時
に
発
生
し
て
前
距
腓
靭

帯
が
最
も
緊
張
し
負
傷
す
る
こ
と

を
、事
実
を
踏
ま
え
解
説
し
た
。ま
た
、

固
定
法
と
し
て
底
背
屈
を
制
限
し
な

い
テ
ー
ピ
ン
グ
固
定
を
し
て
早
期
回

復
に
繋
げ
る
治
療
法
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
二
月
十
三

日
生
涯
学
習
講
習
会
で
は
群
馬
大
学

大
学
院
、
柴
崎
貢
志
講
師
に
よ
る
感

覚
細
胞
の
最
新
理
論
と
し
て
「
痛
み

（
さ
す
る
）
と
緩
和
」
と
題
し
て
打

撲
、
骨
折
し
た
り
し
た
場
合
に
痛
む

場
所
を
（
さ
す
る
）
と
い
う
動
作
に

は
傷
つ
い
た
神
経
回
路
を
修
復
す
る

効
果
が
あ
る
と
の
研
究
結
果
を
分
子

細
胞
生
理
学
か
ら
説
明
し（
さ
す
る
）

行
為
を
科
学
的
に
検
証
中
で
あ
り
、

弱
い
外
部
か
ら
の
機
械
的
刺
激
で
も

活
性
化
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
指

で
軽
く
押
し
た
く
ら
い
の
力
で
も
神

経
再
生
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
は

示
唆
さ
れ
る
と
説
明
を
加
え
、
多
く

の
呉
竹
会
員
も
聴
講
し
た
。当
日
は
、

当
支
部
の
会
長
櫻
井
弘
先
生
の
お
か

げ
で
約
百
五
十
人
の
参
加
者
に
ユ
ニ

カ
食
品
㈱
よ
り
九
千
円
相
当
の
カ
ル

シ
ウ
ム
食
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

私
は
趣
味
と
実
益
を
か
ね
て
畑
で

野
菜
等
を
作
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

悩
み
の
種
は
、
ハ
チ
の
巣
作
り
で
多

く
の
ハ
チ
が
発
生
す
る
こ
と
。
ハ
チ

の
種
類
は
数
十
も
あ
る
が
、
特
に
足

長
バ
チ
・
ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
作
り
を

行
う
の
で
、
雑
草
取
り
の
際
は
充
分

な
注
意
を
要
し
ま
す
。

不
注
意
に
も
そ
れ
ら
の
巣
に
気
が

つ
か
ず
に
近
付
い
た
時
に
は
、
ハ
チ

の
大
群
の
襲
撃
に
遭
い
、
不
幸
に
も

刺
さ
れ
た
時
は
激
痛
に
会
い
ま
す
。

中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ
に
襲
撃
さ
れ
刺

さ
れ
た
場
合
シ
ョ
ッ
ク
死
す
る
程
で

す
。
不
幸
に
も
刺
さ
れ
た
場
合
に
は

間
髪
入
れ
ず
灸
で
治
療
す
る
た
め
、

線
香
と
艾
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
刺

さ
れ
た
部
位
に
米
粒
大
の
艾
に
火
を

つ
け
て
治
療
。
顔
を
し
か
め
る
よ
う

に
激
し
い
痛
み
に
気
絶
し
そ
う
で

す
。
し
か
し
灸
で
火
傷
を
作
る
と
今

ま
で
の
激
痛
が
瞬
時
に
解
消
し
ま
す
。

昭
和
五
十
年
こ
ろ
に
、
灸
実
技
を

担
当
し
た
女
性
教
師
の
お
灸
の
名

門
・
関
根
先
生
か
ら
、
火
傷
毒
素
が

は
た
ら
い
て
痛
み
要
素
を
取
り
除
く

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
先
生
の
実
体

験
か
ら
の
教
育
を
思
い
出
し
、
今
更

の
よ
う
に
そ
の
教
え
の
正
し
さ
に
感

服
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
痛
み
が
消
失
す

る
の
か
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
、
学
生

諸
君
の
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

腰
痛
治
療
に
も
灸
を
使
用
し
て
好

結
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
は
開
業
す

る
た
め
の
知
識
や
知
恵
を
実
践
に
即

し
て
伝
授
し
て
い
た
だ
け
る
プ
ロ
の

方
を
依
頼
し
ま
し
た
の
で
、
開
業
を

希
望
し
て
お
ら
れ
る
方
の
期
待
に
十

分
応
え
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
校
は

「
学
び
の
館
」
と
な
り
、
同
窓
生
を

支
え
続
け
て
行
く
こ
と
が
「
使
命
」

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、「
同
窓
と
の
絆
の
構
築
」

を
図
る
一
環
と
し
て
新
た
な
企
画
に

挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
会

報
紙
「
く
れ
た
け
だ
よ
り
」
の
紙
面

構
成
の
刷
新
で
す
。
同
窓
目
線
に
立

ち
返
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
目

を
通
し
た
く
な
る
よ
う
な
情
報
誌
に

生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
最
後
に
、
呉
竹
会
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
本
校
の
発
展
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

神
奈
川
支
部

埼
玉
支
部

群
馬
支
部

東
京
支
部

栃
木
支
部

長
野
支
部

千
葉
支
部

会
長
　
石
森
　
勇
治 

呉
竹
総
会
後
の 

「
卒
業
生
の
集
い
」を
大
切
に 

全国７支部から 
お便りが届きま 
した 

都道府県別、卒業生数 

支部だより 支部だより 支部だより 
校
長
　
村
居
　
真
琴 

｢

同
窓
の
学
び
の
館｣ 

　
　
　
　
　
　
目
指
す 

昨
年
は
「
同
窓
と
の
絆
の
構
築
目

指
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
四
谷
校
舎
で

「
卒
後
臨
床
研
修
講
座
」
を
開
講
し
、

多
く
の
方
に
臨
床
の
幅
を
広
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

全
講
座
に
対
す
る
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
非
常
に
役
に
立
っ
た
」
が

平
均
七
〇
㌫
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
さ
ら
に
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全国トップクラスの合格率 

あん摩マッサージ指圧師 

はり師 

きゅう師 

柔道整復師 

国家試験合格率（新卒） 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率 

113名 

193名 

193名 

73名 

113名 

191名 

192名 

69名 

100.0％ 

99.0％ 

99.5％ 

94.5％ 

95.1％ 

95.1％ 

95.4％ 

83.4％ 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　30名、Ⅱ部　40名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　60名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名 

 ＡＯ入試１次（社会人１次） ６月26日（日）

 ＡＯ入試２次（社会人２次） 　 ７月18日（月・祝）

 ＡＯ入試（高校生１次） ８月７日（日） 

 ＡＯ入試（高校生２次） ９月11日（日） 

 社会人入試１次（三校共通入試） ９月11日（日）

 推薦入試 10月９日（日）

 一般入試１次 11月６日（日）

 一般入試２次 12月４日（日）

 一般入試３次 １月22日（日）

 一般入試４次 ２月12日（日）

 一般入試５次 ３月４日（日） 

①５月22日（日） ②６月５日（日） ③７月３日（日） ④７月24日（日） 
⑤８月28日（日） ⑥９月25日（日） ⑦10月16日（日） ⑧11月19日（土）
　お問い合わせ　048-658-0001（大宮校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） ７月10日（日）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） ８月７日（日）

ＡＯ入試３次（鍼灸科・柔道整復科）高校生対象 ９月４日（日）

社会人入試１次（三校共通入試） ９月11日（日）

社会人入試２次 10月９日（日）

推薦入試（高校生対象） 10月９日（日）

一般入試 11月13日（日）

特別入試１次 12月４日（日）

特別入試２次 １月22日（日） 

①６月26日（日）②７月24日（日）③８月21日（日）④９月18日（日）
　お問い合わせ　045-471-3731（横浜校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） ７月10日（日）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） ８月７日（日）

社会人入試１次（三校共通入試） ９月11日（日）

社会人入試２次 10月８日（土）

推薦入試 10月８日（土）

一般入試１次 11月12日（土）

一般入試２次 12月10日（土）

特別入試 １月21日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科１次 10月29日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科２次 12月10日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科３次 ３月３日（土） 

①６月25日（土）②７月23日（土）③８月27日（土）
　お問い合わせ　03-3341-4043（東京校　入試事務局） 
　 ※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！　呉竹学園　2012年度　募集要項 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

学
校
説
明
会 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

呉竹学園 2012年度 入試スケジュール 

呉竹学園 2011年度 年間行事スケジュール 

４月 

５月 

７月 

８月 

10月 

３月 

入学式（１日）　 体育大会（28日） 入学式（１日） 入学式（２日） 

体育大会（31日） くれたけ会総会（21日）　くれたけ祭（28日） 呉竹会総会・卒業生の集い（29日） 

中国短期留学（７月30日～８月８日） 中国短期留学（７月30日～８月８日） 中国短期留学（７月30日～８月８日） 

ご協力お願い申し上げます 呉竹会 維持会費納入 呉竹会 維持会費納入 呉竹会 維持会費納入 
　呉竹会ではこの「くれたけだより」誌発行をはじめ、様々な校友会の活動をご支援いただくため、今年度より維持会費納入を
お願いすることに致しました。これからの校友会発展のためにもどうぞご支援をよろしくお願い申し上げます。 

今回同封の振込用紙にて、一口1,000円以上でのご入金をお願いします。 納入方法 

卒業式（16日） 卒業式（15日） 卒業式（14日） 

呉竹医学会（14日）　呉竹祭（15日） 呉竹医学会（14日） 呉竹医学会（14日） 

〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地 

東京医療専門学校内 
電話 03-3341-4043 
FAX 03-3358-3976

発　行　所 

《編集委員》 
同窓生代表：堀口　三恵子 
教員：大三川　万起子・松峰　理真 
事務：須藤　昌隆 

ホームページ 
http://www.kuretake.ac.jp/

呉 竹 会 


